
み ち し る べ

「
平
成
」
５
月
元

号
が
変
わ
り
30
年
の

幕
を
下
ろ
す
。
昭
和

か
ら
平
成
に
変
わ
っ

た
と
き
、
国
民
は
何

を
思
っ
た
か
。
昭
和

天
皇
が
崩
御
し
、
一

つ
の
時
代
が
終
わ
っ
た
と
思
っ
た

が
、
人
々
は
ど
う
思
っ
た
の
か
。

昭
和
の
前
期
30
年
は
戦
争
と
敗
戦

後
の
混
乱
期
で
何
に
向
か
っ
て
い

た
の
か
。
一
部
の
軍
国
主
義
に
翻

弄
さ
れ
、
国
民
を
貧
し
い
生
活
に

追
い
込
ん
だ
時
代
、
敗
戦
後
、
約

40
年
日
本
は
、
平
和
憲
法
の
下
、

高
度
成
長
を
遂
げ
先
進
国
の
仲
間

入
り
を
果
た
し
た
。
賃
金
は
上
が

り
、
家
・
車
な
ど
持
ち
た
い
、
買

い
た
い
も
の
を
得
る
た
め
に
働

き
、
夢
と
希
望
を
持
て
た
時
代
で

あ
っ
た
▼
平
成
に
入
り
、
世
界
で

は
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
な
く
な
り
、

旧
ソ
ビ
エ
ト
が
終
わ
り
、
冷
戦
が

終
わ
り
グ
ロ
ー
バ
ル
な
資
本
主
義

が
始
ま
っ
た
。
め
ま
ぐ
る
し
く
技

術
が
発
展
・
進
歩
し
た
が
、
20
年

以
上
賃
金
が
上
が
ら
な
い
。
平
成

に
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
、
バ
ブ
ル

景
気
の
全
盛
期
に
生
ま
れ
、
経
済

成
長
が
止
ま
っ
た
失
わ
れ
た
20
年

を
見
て
き
た
こ
と
に
な
る
。
ス
マ

ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
必
要
だ
が
、

車
は
要
ら
な
い
と
い
う
。
▼
大
地

震
・
豪
雨
と
自
然
災
害
に
見
舞
わ

れ
る
日
本
。
昭
和
は
戦
争
か
ら
の

復
興
・
高
度
成
長
期
と
成
長
を
遂

げ
た
が
、
平
成
は
国
債
の
乱
用
で

国
の
債
務
・
借
金
１
０
０
０
兆
円

超
え
・
原
発
事
故
の
後
始
末
。
そ

ん
な
中
、
防
衛
費
は
上
が
り
５
兆

円
を
超
え
、
憲
法
を
改
悪
し
、
ど

こ
へ
進
も
う
と
し
て
い
る
の
か
▼

新
し
い
時
代
は
希
望
の
持
て
る
国

へ
導
い
て
欲
し
い
も
の
だ
。

( 1 ) ２０１９年 ３月１０日
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３
・
４
月
の
主
な
日
程

～

３
月

～

23
日(

土)

主
婦
の
会
総
会

※
駅
宣
＝
25
・
28
日

～

４
月

～

２
日(

火)

書
記
局
会
議

※
事
務
所
が
閉
ま
り
ま
す
。

３
日(

水)

大
会
準
備
委
員
会

５
日(

金)

常
任
執
行
委
員
会

７
日(

日
）
支
部
大
会

14
日(

日
）
春
の
活
動
者
会
議

26
日(

金
）
分
会
四
役
・

群
三
役
学
習
会

※
駅
宣
＝
９･

10
日

【
麻
生
嶋
初
枝
副
執
行
委
員
長

記
】
こ
の
国
で
暮
ら
し
て
い
る
す

べ
て
の
人
々
の
生
活
に
関
わ
っ
て

い
る
の
が
税
制
で
あ
る
。

「
２
０
１
９
年
10
月
に
は
消
費

税
率
10
％
に
引
き
上
げ
を
実
施
す

る
。
」
と
表
明
し
て
い
る
安
倍
首

相
。

そ
も
そ
も
消
費
税
は
１
９
７
８

年
、
大
平
政
権
の
一
般
消
費
税

（
大
型
間
接
税
）
の
導
入
を
。

「
絶
対
に
許
さ
な
い
。
国
民
総
決

起
集
会
」
に
２
万
人
集
結
。
大
平

内
閣
が
大
敗
し
た
。
大
型
間
接
税

導
入
断
念
と
な
る
。

１
９
８
６
年
中
曽
根
内
閣
の
売

上
税
導
入
計
画
に
反
対
。
全
国
か

ら
中
小
業
者
大
集
会
。
最
大
の
集

会
と
世
論
を
動
か
す
契
機
に
な

る
。87

年
全
商
連
な
ど
１
０
７
団
体

の
代
表
が
参
加
。
「
マ
ル
優
廃
止

反
対
各
界
連
絡
会
」
＝
後
の
消
費

税
廃
止
各
界
連
絡
会
「
各
界
連
」

に
。89

年
竹
下
内
閣
が
消
費
税
導

入
。
税
制
改
革
６
法
案
を
国
会
に

上
程
。
各
界
連
を
中
心
に
国
民
大

集
会
で
反
撃
。
４
月
１
日
、
３
％

実
施
に
。

97
年
橋
本
内
閣
、
消
費
税
率
５

％
実
施
の
閣
議
決
定
に
対
し
「
５

％
の
引
き
上
げ
は
中
止
せ

よ
」
「
日
本
型
イ
ン
ボ
イ
ス

の
導
入
は
や
め
ろ
」
と
怒
り

の
中
小
業
者
決
起
集
会
に
２

８
０
０
人
が
集
結
。

２
０
１
４
年
５
％
か
ら
８

％
へ
消
費
税
増
税
強
行
採
決

さ
れ
る
。
２
０
１
５
年
10
月
予
定

し
て
い
た
10
％
を
世
論
の
力
で
延

期
に
。
２
０
１
７
年
４
月
予
定
し

て
い
た
10
％
を
再
延
期
に
。

２
０
１
９
年
10
月
10
％
実
施

に
。
絶
対
に
許
し
て
は
い
け
な
い

消
費
税
10
％
国
民
い
じ
め
の
何
も

の
で
も
な
い
。
低
所
得
者
・
高
齢

者
・
中
小
零
細
業
者
が
ど
ん
な
状

況
下
に
お
か
れ
て
し
ま
う
の
か
。

逆
進
性
・
益
税
。
景
気
を
も
っ
と

冷
え
込
ま
せ
て
し
ま
う
。

「
人
々
の
生
活
に
関
わ
る
税
制

が
傲
慢
で
屁
理
屈
か
」
と
。

輸
出
戻
し
税
な
ど
で
多
国
籍
企

業
が
大
儲
け
し
て
も
所
詮
は
下
請

け
か
ら
の
搾
取
で
し
か
な
い
。

政
府
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
会
議
が
電
子

政
府
の
実
施
を
目
指
し
て
、
国
民

一
人
一
人
に
識
別
番
号
体
制
へ
と

展
開
さ
せ
よ
う
と
必
定
。
（
国
民

総
背
番
号
体
制
で
監
視
社
会
に
）

住
基
ネ
ッ
ト
と
監
視
社
会
。
街

中
に
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
監
視

カ
メ
ラ
。
人
間
の
顔
の
画
像
と
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
瞬
時
に
照
合
す
る

「
顔
認
証
シ
ス
テ
ム
」
。

消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
、

こ
れ
に
伴
っ
て
給
付
付
き
税
額
控

除
・
イ
ン
ボ
イ
ス
方
式
等
々
が
実

施
さ
れ
れ
ば
、
同
時
に
私
達
の
日

常
の
何
も
か
も
が
政
府
や
多
国
籍

企
業
に
見
張
ら
れ
、
都
合
よ
く
管

理
さ
れ
る
幕
開
け
の
時
代
に
な
る

だ
ろ
う
…
と
。

本
気
に
な
っ
て
怒
ろ
う
よ
。
消

費
税
増
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
の
声

を
。
今
、
声
を
上
げ
な
い
と
だ
め

な
の
で
す
。
黙
っ
て
い
た
ら
、
ど

ん
ど
ん
増
税
さ
れ
て
し
ま
う
よ
。

小
さ
な
声
も
大
き
な
や
ま
び
こ
に

な
る
ん
だ
よ
。
が
ん
ば
ろ
う
ね
。

【
労
働
対
策
部
発
】
労
働
保

険
に
加
入
し
て
い
ま
す
か
。
人

を
１
人
で
も
雇
用
し
た
ら
、
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
の
加
入
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

特
に
事
業
を
営
む
事
業
主
や

役
員
、
事
業
主
と
同
居
の
親

族
、
一
人
親
方
の
方
は
、
労
災

の
「
特
別
加
入
」
に
加
入
し
て

い
な
け
れ
ば
、
仕
事
中
の
ケ
ガ

な
ど
、
何
の
補
償
も
あ
り
ま
せ

ん
。
労
災
保
険
は
、
皆
さ
ん
の

労
災
事
故
保
障
と
、
事
業
・
家

族
を
守
る
大
切
な
制
度
で
す
。

建
設
業
の
労
災
保
険
・
雇
用

保
険
は
、
東
京
土
建
で
加
入
し

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
新
規
に
つ

い
て
は
随
時
受
け
付
け
ま
す
。

（
１
）
一
人
親
方

[

と

き]

３
月
26
・
27
日

10
：
00
～
11
：
30

13
：
00
～

15
：
00

[

と
こ
ろ]

支
部
会
館

※
日
額
変
更
が
な
い
方
、
賠
償

保
険
、
上
乗
せ
保
険
の
更
新
を

し
な
い
方
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は

郵
送
で
更
新
申
し
込
み
が
出
来

ま
す
。
入
金
確
認
後
に
更
新
手

続
き
が
完
了
し
ま
す
。

※
事
業
主
特
別
加
入
だ
け
を
や

め
る
方
は
こ
の
期
間
に
手
続
き

を
取
ら
な
い
と
月
割
り
の
保
険

料
が
発
生
し
ま
す
。

※
新
年
度
か
ら
給
付
基
礎
日
額

を
変
更
し
た
い
方
は
こ
の
期
間

中
に
手
続
き
を
取
ら
な
い
と
７

月
の
年
度
更
新
期
限
ま
で
変
更

で
き
ま
せ
ん
。

※
賠
償
保
険
は
、
売
り
上
げ
が

わ
か
る
書
類
が
な
い
と
手
続
き

が
取
れ
ま
せ
ん
。

（
２
）
事
業
所

[

と

き]
４
月
15
～
19
日
・
21

～
23
日

10
：
00
～
11
：
30

13
：
00
～
15
：
00

[

と
こ
ろ]

支
部
会
館

※
完
全
予
約
制
で
す
。
郵
送
や

電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
更
新
は
出

来
ま
せ
ん
。

※
賠
償
保
険
は
、
売
り
上
げ
が

わ
か
る
書
類
（
収
支
内
訳
書
や

決
算
書
な
ど
）
が
な
い
と
手
続

き
が
取
れ
ま
せ
ん
。

市
民
や
関
係
諸
団
体
な
ど
の
会

員
か
ら
の
住
宅
相
談
の
受
け
皿
と

し
て
、
支
部
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
あ

り
ま
す
。

運
動
的
な
面
も
持
ち
合
わ
せ
た

「
住
宅
セ
ン
タ
ー
」
で
は
あ
り
ま

す
が
、
市
民
な
ど
に
喜
ば
れ
る
や

り
が
い
あ
る
住
宅
セ
ン
タ
ー
で

す
。「

住
宅
セ
ン
タ
ー
」
の
会
員
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
随
時
、
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
登
録

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
（
問
い
合

わ
せ
は
支
部
ま
で
）
。

同
時
に
、
三
鷹
市
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
セ
ン
タ
ー(

三
鷹
市
と
協
定

を
結
ん
で
い
る
事
業)

の
会
員
も

募
集
し
ま
す
。

※
東
京
土
建
の
他
、
建
設
ユ
ニ

オ
ン
・
武
蔵
野
建
設
・
三
鷹
商
工

会
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

三
鷹
市
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
へ
の
登
録
に
は
、
支
部
の
住

宅
セ
ン
タ
ー
会
員
で
あ
り
、
三
鷹

市
在
住
か
三
鷹
市
に
会
社
が
あ
る

組
合
員
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

日
本
の
第
１
回
メ
ー
デ
ー
は

１
９
２
０
年
５
月
２
日
、
印
刷

工
組
合
な
ど
が
東
京
・
上
野
公

園
で
開
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
全
国
に
広
が
り
、

「
植
民
地
解
放
」
「
世
界
戦
争

の
危
機
防
止
」
な
ど
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
も
登
場
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
労
働
組
合
へ
の
弾

圧
が
強
化
さ
れ
、
二
・
二
六
事

件
が
起
き
た
１
９
３
６
年
か
ら

中
止
に
。
敗
戦
ま
で
の
10
年

間
、
開
か
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

８
時
間
労
働
制
と
戦
争
反
対

は
戦
前
も
今
も
共
通
す
る
要
求

で
す
。
長
時
間
労
働
、
非
正
規

労
働
者
の
格
差
拡
大
な
ど
は
女

工
哀
史
の
時
代
だ
け
の
問
題
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

安
倍
政
権
の
「
働
き
方
改

革
」
に
は
、
過
労
死
水
準
の
残

業
を
容
認
す
る
、
時
間
外
労
働

の
上
限
規
制
や
高
度
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
創
設
な
ど
、

８
時
間
労
働
を
定
め
た
労
働
基

準
法
を
骨
抜
き
に
す
る
中
身
が

盛
り
だ
く
さ
ん
。

今
や
「
１
日
８
時
間
働
け
ば

生
活
で
き
る
賃
金
の
実
現
」
は

国
民
の
切
実
な
願
い
で
す
。
労

働
者
が
率
先
し
て
声
を
上
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

５
月
１
日
（
水
）
井
の
頭
公

園
西
園
競
技
場
に
て
、
午
前
９

時
開
場

10
時
～
式
典
で
す
。



み ち し る べみ ち し る べ ( 2 )

こ
れ
を
下
回
る
賃
金
で
働
か

せ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
法
定

最
低
賃
金
。
２
０
１
９
年
度
改

定
で
は
東
京
と
神
奈
川
で
つ
い

に
千
円
の
大
台
に
乗
る
こ
と
が

確
実
で
す
。
今
、
賃
上
げ
の
起

点
と
し
て
最
低
賃
金
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

18
年
の
高
卒
初
任
給
の
平
均

は
16
万
２
１
０
０
円
（
厚
生
労

働
省
調
査
）
。
祝
祭
日
を
除
い

た
年
間
所
定
休
日
を
１
２
０
日

と
し
た
場
合
、
時
給
は
９
９
２

円
と
な
り
ま
す
。

東
京
都
の
地
域
別
最
低
賃
金

は
９
８
５
円
で
、
神
奈
川
は
９

８
３
円
。
夏
の
改
定
で
千
円
を

超
え
る
こ
と
が
確
実
で
す
。
両

都
県
で
は
初
任
給
を
上
げ
な
い

と
、
最
低
賃
金
違
反
に
な
る
可

能
性
が
生
じ
ま
す
。

違
反
に
は
、
差
額
支
払
い
と

併
せ
、
使
用
者
に
は
刑
事
罰
が

課
さ
れ
る
強
い
規
定
で
す
。

賃
上
げ
の
効
果
は
初
任
給
に

と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
初
任
給
が

勤
続
２
年
や
３
年
の
賃
金
を
上

回
る
と
、
当
然
働
く
人
の
不
満

が
高
ま
り
ま
す
か
ら
、
賃
金
表

全
体
を
書
き
換
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
く
な
り
ま
す
。

従
業
員
全
体
の
賃
金
を
引
き

上
げ
る
、
文
字
通
り
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
で
す
。

最
低
賃
金
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ

の
低
賃
金
で
働
く
非
正
規
労
働

者
は
も
ち
ろ
ん
、
正
社
員
の
賃

上
げ
に
直
結
す
る
効
果
を
秘
め

て
い
る
の
で
す
。

時
給
千
円
未
満

の
高
卒
初
任
給
は

約
半
数
。
最
低
賃

金
を
千
円
に
引
き

上
げ
れ
ば
そ
の
影

響
は
広
範
囲
に
及

び
ま
す
。

大
企
業
の
労
組
が
そ
れ
な
り

に
高
い
賃
上
げ
を
獲
得
し
て
、

社
会
全
体
に
波
及
さ
せ
る
「
春

闘
」
の
仕
組
み
が
十
分
に
機
能

し
な
く
な
っ
た
今
、
最
低
賃
金

の
役
割
に
注
目
が
集
ま
る
の
は

自
然
の
流
れ
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
の
効
果
は
大
都

市
部
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
時
給

７
０
０
円
台
が
47
都
道
府
県
中

19
県
、
全
国
加
重
平
均
８
７
４

円
未
満
は
40
道
県
あ
り
、
時
給

格
差
は
最
大
２
２
４
円
に
も
上

る
か
ら
で
す
。

日
本
の
よ
う
に
国
土
が
狭
く

交
通
網
が
発
達
し
た
国
で
、
地

域
別
に
最
低
賃
金
を
設
定
し
て

い
る
例
は
あ
り
ま
せ
ん
。

時
給
が
２
０
０
円
違
え
ば
年

間
40
万
円
近
い
収
入
差
が
生
じ

る
の
で
、
大
都
市
に
若
者
が
流

れ
ま
す
。
地
方
に
は
お
金
も
人

も
残
ら
ず
疲
弊
し
て
い
く
と
い

う
、
悪
循
環
が
生
じ
て
い
ま

す
。

【
教
育
宣
伝
部
発
】
支
部
が
合

併
し
て
５
年
、
旧
支
部
時
代
か
ら

10
年
毎
年
、
年
１
回
で
は
あ
る

が
、
分
会
新
聞
学
習
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。

連
雀
分
会
は
、
昨
年
春
、
下
連

雀
・
上
連
雀
が
合
併
し
て
出
来
た

分
会
で
す
。
連
雀
分
会
の
教
育
宣

伝
部
長
の
杉
浦
さ
ん
は
下
連
雀
時

代
か
ら
新
聞
を
発
行
し
続
け
て
い

ま
す
。

本
部
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
て

支
部
で
は
じ
め
て
、
分
会
新
聞
特

選
を
果
た
し
ま
し
た
。

教
育
宣
伝
部
に
と
っ
て
は
夢
の

よ
う
な
賞
で
す
。
分
会
長
は
じ
め

皆
さ
ん
の
協
力
が
あ
っ
て
の
受
賞

だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
次
年
度

も
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

教
育
宣
伝
部
長

升
川

明

【
連
雀
分
会

山
本
君
夫
記
】

２
月
10
日
発
行
の
機
関
紙
「
み

ち
し
る
べ
」
を
覚
え
て
い
ま
す

か
。一

面
で
金
子
委
員
長
と
大
き

な
箱
を
持
っ
た
私
が
並
ん

で
い
る
写
真
を
。

支
部
新
春
旗
開
き
１
６

０
人
の
出
席
の
中
で
、
恒

例
の
抽
選
会
が
行
わ
れ
、

私
に
一
等
賞
が
当
た
っ
た

の
で
す
。

賞
品
は
「
セ
ラ
ミ
ッ
ク

フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
」
。
と

て
も
温
か
く
重
宝
し
て
い

ま
す
。

こ
の
幸
せ
を
糧
に
、
健
康
に

気
を
付
け
て
仕
事
も
頑
張
り
ま

す
。
き
っ
と
よ
い
年
に
な
る
こ

と
を
信
じ
て
。

２０１９年３月１０日第４８号

話題の新作映画を、ご家族で観に行きませんか。下記以外の映画も

多数あります。ご注文は早めに(下記は一例)。

【映画券】

☆L♡DK ひとつ屋根の下、「スキ」がふたつ。【ムビチケカード】

☆ビリーブ 未来への大逆転【ムビチケカード】

☆ブラック・クランズマン【ムビチケカード】

☆美人が婚活してみたら【ムビチケカード】

☆記者たち～衝撃と畏怖の真実～【ムビチケカード】

☆劇場版 トリニティセブン -天空図書館と真紅の魔王-

☆リヴァプール、最後の恋【ムビチケカード】

☆ザ・プレイス 運命の交差点

☆Be With You ～いま、会いにゆきます

☆ビューティフル・ボーイ【ムビチケカード】

☆アガサ・クリスティー ねじれた家【ムビチケカード】

☆ヒトラーVS.ピカソ 奪われた名画のゆくえ

☆リアム16歳、はじめての学校

☆沈没家族 劇場版 など他多数

◇映画・イベントなど「メイジャー」のＨＰで検索してください。

※注文や問い合わせは、支部事務所０４２２-４７-９１０１まで

※注：割引額は、前売券の販売価格から一律５００円です。

◇
木
造
建
築
物
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

６
月
12
・
13
日

◇
足
場
の
組
立
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

４
月
９
・
10
日

◇
型
枠
支
保
工
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

６
月
15
・
16
日

◇
建
築
物
の
鉄
骨
の
組
立
て
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

７
月
２
・
３
日

◇
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
作
物
の
解
体
等
作
業
主
任
者

[

と
き]

７
月
10
・
11
日

◇
有
機
溶
剤
作
業
主
任
者

[

と
き]

５
月
22
・
23
日

◇
石
綿
作
業
主
任
者

[

と
き]

４
月
18
・
19
日

◇
酸
欠
・
硫
化
水
素
作
業
主
任
者

[

と
き]

６
月
25
～
27
日

今
月
の
主
な
講
習
会
を
ご

案
内
し
ま
す
。
受
講
場
所

・
受
講
料
な
ど
詳
し
く
は

支
部
ま
で
お
問
合
せ
を
。

[募集職種]防水 外壁補修

[働き方]町場・野丁場

[募集人数]２人

[条件] 普免

[事業所]㈱新栄防水

三鷹市井の頭１－２８－４５－３

[電話]０４２２－７７－７４７９

[ＦＡＸ]０４２２－９０－７２４５

本
部
上
原
教
育
宣
伝
部
長
か
ら
賞
状
を
も
ら
う
杉
浦
さ
ん

今月募集のある「求人」をご紹介します。

※この求人・求職欄に掲載希望の方は、支部事

務所までお問い合わせください。

[募集職種]配管工

[働き方]町場・野丁場・入混

[募集人数]２人

[条件] 経験者・見習・資格・普免

[事業所]㈲斉藤設備 三鷹市大沢２ー９ー１５

[電話]０４２２―３４―４５２７

０８０－５０４８－５４０６

【
社
会
保
障
対
策
部
発
】
新

保
険
証
は
３
月
22
日
の
社
会

保
障
対
策
部
会
に
て
各
分
会

に
配
布
し
ま
す
。
分
会
の
保

険
証
交
換
会
の
日
程
を
確
認

し
て
下
さ
い
。

分
会
に
所
属
さ
れ
て
い
な

い
組
合
員
は
３
月
27
日
以
降

に
支
部
会
館
ま
で
取
り
に
来

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

組合員全員と１９歳（２０２０年３月３１日

までに１９歳になる方）以上の家族を対象に、

２０１９年４月１５日から、パソコンやスマー

トフォンで、健康情報や健診結果の確認、健康づくりイベ

ントへの参加ができる「ＱＵＰiＯ Ｐlus（クピオ プラ

ス）」が利用できるようになります。利用にあわせて貯ま

ったポイントはさまざまな景品と交換できます。


